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ヨハネによる福音書 3章22～30節 
 
 

 私たちはここまで、「ヨハネによる福音書」を御一緒に、順を追って丁寧に読み進めてきました。
前回予定の6月は事情によりお休みを頂きましたが、今月は再び本文を先に進め、3章22～30節が
その箇所となりました。 

 今回の登場人物は、バプテスマのヨハネ。またまた、かのヨハネの登場です。 
 

「（洗礼者
バプテスマの

）ヨハネ」（23他） 
・「（洗礼者

バプテスマの

）ヨハネ」は、1章6節以降、5回目の登場です。 
 ①旧約時代最後の預言者とも、 
 ②旧約と新約を繋

つな

ぐ橋渡しの預言者とも、 

 ③救い主キリストを指し示した人物とも言われています。 
・とりわけ注目すべきは、イエス自身がヨハネを称し、「およそ女から生まれた者のうち、ヨハネよ
り偉大な者はいない」（ルカ 7：28）とまで言われていることです。いったい、どんな意味でそう言

われたのか。 
 どうやら、それがバプテスマのヨハネ理解の基本的なかぎ

．．
となるように思われます。そしてまた、

ヨハネにまつわる事柄を考えるに際しても、それが理解の前提となるように思われます。 

・これを踏まえたうえで、今月は いま一つ別の視点から、バプテスマのヨハネという人物について、
その信仰的特質を探ってゆけたらと思います。 
 

「ヨハネはまだ投獄されていなかった」（24） 
・ここに暗示されているように、バプテスマのヨハネは この後

のち

しばらくして、獄に入れられ、殉教

の死を遂げることになります。 
 

〔参照〕 
「そのころ、洗礼者

バプテスマの
ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣

の
べ伝
つた
え、 

『悔い改めよ。天の国は近づいた』と言った」（マタイ 3：1～2） 
「そこで、エルサレムとユダヤ全土から、また、ヨルダン川沿いの地方一帯から、 

人々がヨハネのもとに来て、罪を告白し、 
ヨルダン川で彼から洗礼

バプテスマ
を受けた」（同 3：5～6） 

・バプテスマのヨハネが 公
おおやけ

に活動を開始した折の第一声です。 

・ヨハネはその第一声で、人々に「悔い改めよ」（2）と語りました。それは 裏を返せば、当時 普
通なら言われたであろう「～せよ」ということを ヨハネは第一には言わなかった、ということでも
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あります。それははたして何
．
を意味し、そしてヨハネはなぜ

．．
それを言わずに「悔い改めよ」と求めた

のか、興味深いところではないでしょうか。 
・加えて、「エルサレムとユダヤ全土から」、また「ヨルダン川沿いの地方一帯から」人々がヨハネの
もとに来て、「罪を告白し」「洗礼

バプテスマ

を受けた」（5、6）とありますが、当時の伝統からして、これも

また 通常のことではないように思われます。何
．
が普通でないのか、そして、そこに見られるヨハネ

の意図
．．
とはいったい どんなことなのか。御一緒に考えてみたいと思います。 

・ちなみに、当時の伝統的理解に従えば、ユダヤ人は選民（神に選ばれた民）であって、割礼
かつれい

（男

性器に傷を付ける儀式）がそれを保証していました。そして、その割礼を受けることにより、ユダヤ
人はすでに聖

きよ

く（聖別）されている、とされていました。だとしたら、そんな彼らに悔い改めと罪
の告白を求め、そして洗礼

バプテスマ

を行なうということは？ そこにどんな意味合いがあったのでしょうか。 

・そして、そんなバプテスマのヨハネが現代に 甦
よみがえ

ったとしたら、ヨハネは私たちにいったい 何を
語り、何を求めると想像されるでしょうか。 
 

「イエスは弟子たちとユダヤ地方に行って、・・・洗礼バプテスマを授けておられた」（22） 
「ヨハネは、サリムの近くのアイノンで洗礼バプテスマを授けていた」（23） 

「ヨハネの弟子たちと、あるユダヤ人との間で、清めのことで論争が起こった」（25） 
弟子たち：「みんながあの人の方に行っています」（26） 

・今月の箇所は、「イエスは」「ユダヤ地方に」行かれ、そこで「洗礼
バプテスマ

を授けておられた」（22）と

の記述から始まります。 
 続く 4 章に「洗 礼

バプテスマ
を授けていたのは、〔実際には〕イエス御自身ではなく、弟子たち」だった

（4：2）との但し書きがありますが、イエスのグループもまた、バプテスマを行なっていたことが

分かります。 
・これに対し、バプテスマのヨハネは「サリム」の近くの「アイノン」で洗礼

バプテスマ

を授けていた（23）、
と記されています。「サリム（＜アラム語）」は「平和のうちに」との意味の、また「アイノン（＜ア

ラム語）」は「泉の場所」との意の地名で、ヨルダン川の北の方に位置しています。地名の意味から
して、一帯は水が多く湧

わ

き出
い

で、緑が豊かで暮らしやすいところだったと思われます。 
・イエスのグループがいたユダヤ地方が具体的にどこを指しているのか、それはよくは分からないも

のの、がいずれにせよ、双方はさほど離れていない場所で（40 キロくらいの距離でしょうか？）共
にバプテスマを施していたと考えられます。聖書地図（新共同訳聖書付録地図では、「6 新約時代の
パレスチナ」）で御確認ください。 

・事が起きたのは、そのときでした。バプテスマのヨハネの弟子たちとあるユダヤ人との間で「清め
のことで論争が起こった」（25）というのです。具体的に何が問題となったのか、それは定かではあ
りませんが、清めの洗礼

バプテスマ

をめぐっては 当時、人々の関心が高く、少なからず論争がなされていま

した。 
 詳細は不明なものの、続く弟子たちの言動から確かなことは、（人間的な言い方をすれば）イエス
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がそれなりに成功を収めていた、ということです。 

・ヨハネの弟子たちは師のもとに来て、みんなが「あの人の方」に行っています（26）、と言います。
人々の注目がヨハネのもとからイエスのもとへと移りつつあったのでしょうか。 
・それにしても、ヨハネの弟子たちのこうした言動から、彼らのどんな心情が読み取れるでしょうか。 

 また、そんな彼らと私たちの間に はたして、共通点と言えるようなものが有りや無しや？ 
・さらには、こうした同情の言葉を近しい者にかけられたら、人は普通、どんな気持ちがするでしょ
うか。そして、いったい どんな反応をするでしょうか。 
 

バプテスマのヨハネ：「わたしは『自分はメシアではない』と言い、 
『自分はあの方の前に遣わされた者だ』と言ったが、 

そのことについては、あなたたち自身が証
あか
ししてくれる」（28） 

・弟子たちからそんな言葉をかけられたヨハネでしたが、しかしヨハネは「自分はメシアではない」

「自分はあの方の前に遣わされた者だ」と、弟子たちに言葉を返します。つまり、自分はそれだけの
者にしかすぎない、というわけです。 
・そして、「あなたたち自身が〔そのことを〕証ししてくれる」と、弟子たちを諭

さと

します。要するに、

「あなた方は、私が言ったことを聞いている。その証人である。聞いたことに真っすぐ耳を傾ければ、
私が何を言わんとしたのか、何を意味したのか、分かるはずだ」というのです。 
・実際、弟子たちは 26 節で「あなたが証しされたあの人が・・・」と言っていますから、ヨハネの

言ったことを聞いてはいた。けれども、その真意を理解せず、その事実を受け止めていなかった、と
いうことではないでしょうか。 
 そこに はたして、私たちが教訓として学ぶべき何事かが有りや無しや？ ここでもまた、御一緒に

いま一度 想いをめぐらせられたら、と思います。 
 

「花嫁
はなよめ
を迎えるのは花婿

はなむこ
だ。花婿の介

かい
添
ぞ
え人
にん
はそばに立って耳を傾け、 

花婿の声が聞こえると大いに喜ぶ。だから、わたしは喜びで満たされている」（29） 
・そこで、バプテスマのヨハネは「花婿と介添え人」の譬

たと

えをもって、自身がどのような存在かを
説明します。それは、その信仰を麗しくも生き生きと伝えるものです。 

・当時、ユダヤの結婚式がどのようになされていたのか、必ずしも全国一律ということではなかった
ようです。しかし 一般的に広く見られたことがありました。花婿に介添え人が付き、その介添え人
が重要な役割を果たしたことです。 

・「介添え人」とは「友人」を意味し、今日
こんにち

の「ベストマン」に当たりますが、その役割は小さくな
かったと言われています。式の準備を整えることから始まり、花婿の代わりに花嫁を迎えに行く。そ
して、花嫁を花婿のもとに連れてきて、引き渡します。 

 ①そのようにして、花婿が幸せそうに花嫁を迎えるのを、傍らで自分のことのようにうれしそうに
見守ったといいます。 
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 ②それだけでなく、これに続いて時に、式が終わって花嫁と花婿がふたりの部屋に向かうとき、介

添え人がそこまで付き添った、と述べる人もいます。 
 ③さらには、その後

あと

も介添え人は外に残って、そこで部屋の番をした、という人もいます。 
 「花婿の介添え人はそばに立って耳を傾け、花婿の声が聞こえると大いに喜ぶ」との言葉は、その

光景として はたして、これらのどれに一番ピッタリきそうでしょうか。 
・いずれにせよ、この譬えを通してヨハネが言わんとしたことを、以上の説明やイスラエルの歴史・
伝統を踏まえて いま少し具体的に考えると、はたして どのような具合になるでしょうか。ちなみに、 

 ①「花嫁」とはイスラエルの人々のことを、 
 ②「花婿」とはイエスのことを、そして 
 ③「介添え人」とはバプテスマのヨハネのことを意味しています。 

・とすれば、29 節の全体はどのような意味合いになるか、そして その中心のポイントは何なのか、
それが見えてくるのではないでしょうか。 
・そして、これに続く ヨハネのその言葉です。「だから、わたしは喜びで満たされている」 

 それはヨハネのどんな人となりを物語り、どのような信仰を証ししているでしょうか。そして、私
たちはそこから、何を学ぶでしょうか。さらには、教会との関係ではどうでしょうか。 
 

「あの方は栄え、私は衰えねばならない」（30） 
・弟子たちの言葉に対する、バプテスマのヨハネの応答です。そこに、ヨハネのどんな特質を見、信

仰のどんな姿勢を見るでしょうか。 
 

バプテスマのヨハネと弟子たちとの違いは、いったい どこから来ているのか？ 

ヨハネをその生き方へと生かしたのは、はたして何だったのか？ 

 
〔参考〕 

イエス：「わたしは道であり、真理であり、命である」（14：6） 
・「わたしは・・・である」との構文表現から、聖書の信仰のどんな特質が見て取れるでしょうか。 
・道とか真理とか命とか、この私自身がそれなのだ、と言われるイエス・キリスト。 

 それと、私たちの信仰のいのちはどのように関係しているのでしょうか。 
 また、信仰のいのちが死んでゆくのはどんな時でしょうか。 
・さらには、バプテスマのヨハネとの関係で、この言葉に何がしかの意味合いが有るや無しや？ 
 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
 

バプテスマのヨハネとは、結局、どんな人物？ 

その信仰の特質とは？ 

個人として、教会として、ヨハネとその周辺から何を学び取る？ 


